
「実験」×「解析」5-1
菊山さんの学生時代のように、実験の経験がある人は熱解析を行う場合にも目のつ
けどころが鋭いことが多いようです。実験と解析の間を正しく補うことができたな
ら、熱解析のことを机上の空論だと揶揄する人もいなくなるはずですよね。
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これからは

設計者全員が
熱解析をできる
ようにしたい！！
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一つ気になる
ことがある 相対比較の

ノウハウは
たまってきた

実測値との誤差も
ある程度には

なってきた

試作回数も減って
熱設計アイデアを
瞬時に試すことも
できるようになった 新島が言うCAEの持つ

無限の可能性も
信じてみよう

で、絶対精度は
放っておいて
いいのか？ 設計者に納得して使って

もらうためには、誤差要因を
一つひとつ改善していって

絶対精度も追究してはどうだ？

で、これで
満足でいいのか？
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…… ……

そう

…で、ちょっと思ったのが、
そもそもファンモデルの
P-Q特性が違うんじゃ

ないかってこと

確かにね。
私、このあと
調べてみる うん、

私も！

放熱量への影響が大きいわけだから、
使用環境で異なるファンモーターの

特性を的確に把握しなくちゃダメなのよ

実際の使用環境と
解析で設定しているのが

違うってこと？
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……

使用環境で異なる特性を
測定できるんです。

絶対精度の追究には
どうしても必要になると

思うんです

稲田さんに
言ってみるけど、

あまり期待しない
ほうがいいかもよ

はい。
でもそこを何とか…

安いモノ
じゃない
からね

あ、P-Q特性の
結果出た！！

うーん、やっぱりこれまで
設定してたP-Q特性とは

違ってる…これ使って
もう1回計算してみよう

導入かけあってくれた
東島さんに感謝だね

微少風量測定
システム？

1カ月後…
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ああ、実測値に近い
解析結果になった…

なんでこんな大事なこと
気づかなかったんだろ…

実測値に近い
結果が得られました。

ありがとうございました。

まあ、いろいろ
気づかせてもらえて

よかったんじゃない？

はい、
南野さんに
感謝です

もろもろ
反省です…

数
時
間
後
…

東島さん

……



●月●日（水）�

今日は気付きが多かった。�

解析に生じるさまざまな誤差要因を理解する中で無意識に、

相対精度にばかり着目していた。�

実測値と合わない場合に、付与条件に原因を求めるのも間違っ

てはいないけれど、そのことと、絶対精度を追求することを放

棄することは全く別だ。�

熱解析を行う設計者が間違えにくく使いやすいソフトをつくるの

は久保さんや美藤さんにお任せすればいい。�

その熱解析環境をつくりあげる自分は、他部門へのアピールも

しなければいけない。その際、 「絶対精度は無視してくださいね」

ではなかなか認められないだろう。�

設計と CAE の両方を理解して、その間を繋ぐことこそが自分の

役割だと再認識した 1日だった。�
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気づいて、受け入れる。5-2
外側から見たら偶然のように見えることも、内側から見たら必然であることも多い
ですよね。「セレンディピティ（偶然の幸運をつかむ力）」を手に入れるポイントも、
行動して、気づいて、それを受け入れることのように思います。
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もっといろんな
モデルでも

熱解析結果が
見れないか？

わかりました！
やってみます！

ミーティング
は以上

菊山さん

はっ、
はい

よかった…
熱解析を
評価して

もらえてるんだ

そうすれば、
営業部が顧客先提案
に使う資料などにも

活用してもらえるだろ？
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評判が
いいよ え？

この間、熱解析と実測値を
比較した資料を作ってみたら、

誤差が非常に小さくて
設計者も驚いてたよ

身が引きしまる
思いです

もう
こうなったら
引くことは
できない
からね

！
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あれ、
反応悪いね

それは
頼もしいねい、いえ、

全てを向上させて
皆さんの期待に

応えます！！

す、すごい
プレッシャー…

ど、どうしよう…
言い切っちゃった…
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…なので
あと数％は

誤差を縮められる
はずです

おい、なんだか
張り切ってるな

その調子で
解析の精度を
上げてくれよな

もっと細かく
メッシュを切らないと

ダメか…
……

あ、そうだ、
仕切り板を使った

場合の解析も
してみるか…

まかせて
下さい

すべての精度を
向上させて
いきます

翌朝
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もっと実測値に
近づけたいんです

……！

誤差要因は多数
ありますからね

絶対値評価には、
やはり限度は

ありますよ

簡単にケース
スタディできることが、

やっぱり一番の
利点だと

思うんですよね

なかなか
実測との誤差が
縮まらなくて…
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いっそ色んな形の
仕切り板を 試して

みたらいいんだ

あれ…こっちの
仕切り板…

そっか！！
こっちのヒートパスを
あえて断熱にしたのが

 功を奏したんだ

この形の仕切り板で
解決できるはず―！！

ほえー
この発想は
なかったぞ。

いいじゃねーか、
この案採用だ

はい！！ よかった…

すごく部品温度が
下がってる！！



制 作　ジャパンスタイルデザイン株式会社●

© 2015 Software Cradle

私、熱解析はじめました。




